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本研究開発の概要 

農畜産業において、わずかな判断遅れや加減の誤りが生育に与える影響は大きいことから、情報技術の活用によって屋

外の圃場でも容易かつ安定して生育状態や病害虫の被害状況を鑑別し、適切な処置を導く圃場管理技術を研究する。本研

究では、①画像診断ｼｽﾃﾑ、②遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽ、③技術支援ﾈｯﾄﾜｰｸの 3 つのｱﾌﾟﾛｰﾁから色情報の再現性を維持して、遠

隔地から植物の生体情報を判別する技術を開発する。全国の有識者や専門家の知恵を結集し、誰でも簡単に安定した鑑定

診断結果が得られることで、肥培管理に適切な処置を導くことができることを目指す。 

 

Abstract 
In the agriculture livestock industry, also in the field in outdoor, the influence that the mistake of a little judgment 
delay and the addition and subtraction gives grow researches easiness and the field management technology that 
discriminates the state of growth and pest's damage situation with stability, and leads appropriate treatment 
greatly by using the information technology. In this research, the reproducibility of color information is maintained 
from three approaches of "Diagnostic imaging system", "Remote image transmission box", and "Technical assistance 
network", and the technology that distinguishes living body information on the plant from the remote place is 
developed. 
 
１． まえがき 

市場価値の高い農畜産物ほど、生育や肥培の管理はきめ

細かさを求められるが、その生育状況をﾀｲﾑﾘｰかつ客観的

に画像診断する技術は未だ確立しておらず、農家が代々受

け継いできた篤農技術に匹敵するような成果は得られて

いない。 
わずかな判断遅れや加減の誤りが生育や収穫物の育成

に与える影響は大きいことから、情報技術の活用によって

屋外の圃場でも容易かつ安定して生育状態や病害虫の被

害状況を計測し、正確に再現された画像を用いることで、

遠隔地からも適切な処置を導く圃場管理技術を研究する

ものである。 
副次的には圃場に適切な施肥が行えれば、過剰な薬品や

肥料の散布なども抑えることができ、経済的、環境的にも

負担を軽減できる。また、農家が自身の肥培管理を客観的

に捕らえることができ、農家のﾉｳﾊｳを定量化することが期



待される。 
本研究は以下に示す 3 つのｱﾌﾟﾛｰﾁで行った。 

①画像診断ｼｽﾃﾑの研究 
②遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽの研究 
③技術支援ﾈｯﾄﾜｰｸの研究 
２．研究内容及び成果 

２．１  画像診断ｼｽﾃﾑの研究 

屋外の農場において、通常のﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗにて撮影した画

像では、環境の変化やﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗの設定等により、色情報

が大きく変化する。本研究では、画像通信により正確な育

成診断ができるよう、農作物の生育状態の判断に使われる

ｶﾗｰﾁｬｰﾄを用いて、色再現性を向上させる試みについて報

告する。ｾﾝﾀｰ側で受信した画像の中から自動的にｶﾗｰﾁｬｰﾄ

を抽出し、La*b*空間上での相関を用いて、画像全体の色

の補正を試みている。 
また、撮影した画像から葉色値・熟色値の自動算出を行

うｿﾌﾄｳｴｱを作成し検証を行った。水稲葉色及び梨熟色（幸

水・新高）について色値判定指定範囲の特徴量を算出し、

特徴量を色票近似式に割り当て色値を判定した。 
２．２  遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽの研究 

 遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽに求められる要件としては、取り扱

いが簡単でかつ手軽であることとして、操作性、可搬性の

2 つの観点からｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの実装方式や要件を満たす機能ﾓ

ｼﾞｭｰﾙのﾊﾟｯｹｰｼﾞ方式を検討し、2 種類の遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸ

ｽを試作した。 
 家電製品のように特別な操作を必要とせず、ｹｰﾌﾞﾙを繋

いで電源を入れるだけで使えるという操作性を志向して、

Linux で動作する CPU ﾎﾞｰﾄﾞを搭載する小型の遠隔映像

伝送ﾎﾞｯｸｽをｱﾀﾞﾌﾟﾗ型遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽとして試作した。

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ型遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽを圃場にて実証実験したとこ

ろ、降雨によるｱｸﾘﾙ窓への水滴付着により正確な撮影がで

きないなど課題も見られたが連続稼動において機能的な

不具合は発生せず今後の実験に耐えうる実用性は確認で

きた。 
 また、圃場における遠隔地の指導者との円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝを志向して、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ PC による遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽをﾀﾌﾞ

ﾚｯﾄ型遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽとして試作した。さらに小型化を

検討し、PDA やｽﾏｰﾄﾌｫﾝを利用した画像伝送ﾎﾞｯｸｽを 2 次

試作機として実装を行い、携帯端末における入力方式を各

種比較し、複数の被験者による所作を撮影し操作性の分析

を行った。 

２．３  技術支援ﾈｯﾄﾜｰｸの構築 

県域のｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄﾈｯﾄﾜｰｸである「とやまﾏﾙﾁﾈｯﾄ」上に技術

支援ﾈｯﾄﾜｰｸを構築した。 
B ﾌﾚｯﾂによる地域 IP 網を利用して呉羽梨圃場を技術支援

ﾈｯﾄﾜｰｸに結び、富山県総合情報ｾﾝﾀｰに設置したｻｰﾊﾞで試験

ﾃﾞｰﾀを収集できるようにした。このｻｰﾊﾞにはｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰ

ﾊﾞを稼動させることで、ﾊﾟｿｺﾝﾚﾍﾞﾙで音声や動画によるﾒｯ

ｾｰｼﾞ交換が可能なものとした。 
果樹試験場において通信事業者の設備計画が遅れたた

めに富山市山田行政ｾﾝﾀｰ地域振興課とJA山田に協力を依

頼し、山田地区の牧りんご園（公営）と既設の山田地区

FTTH 網を利用して接続を行った。 
技術支援ﾈｯﾄﾜｰｸの足回り回線ではﾜｲﾔﾚｽが好ましいと考

え、圃場では実際に一般的な無線LANを置局することで、

電波伝搬状況を調査した。その結果概ね仕様通りの通信ｴ

ﾘｱが確保されたが、樹幹の影となる場所で予想以上の極端

な減衰がみられた。圃場では季節によって樹冠が茂ったり、

果実が密集したりするなどが予測されるため、これら条件

の違いを実測比較して減衰の原因を明らかにし、最適な通

信方式を導くことが課題といえる。呉羽の現地圃場より試

験的にHD 動画をXVD ｺｰﾃﾞｯｸを利用して送信したところ、

農業試験場において良好に受信することができた。 

 また、遠隔映像伝送ﾎﾞｯｸｽとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙの最終試作機

を本ﾈｯﾄﾜｰｸに実装し、呉羽選果場にて実用性の検証を行い、

呉羽選果場（富山市呉羽）と富山農業普及指導ｾﾝﾀｰ（富山

市諏訪川原、現：富山農林振興ｾﾝﾀｰ）を実験回線で接続し

て、互いに離れた地点同士のｶﾝﾌｧﾚﾝｽを行い、実用性の検

証を行った。また、JGN2･とやまﾏﾙﾁﾈｯﾄにてつくばﾘｻｰﾁｾ

ﾝﾀｰと富山県農業技術ｾﾝﾀｰ(現:富山県農林水産総合技術ｾﾝ

ﾀｰ)を接続し実験を実施した。 

 
図 1 ﾈｯﾄﾜｰｸ構成 

３．まとめ 

 情報技術の活用によって屋外の圃場でも容易かつ安定

して生育状態や病害虫の被害状況を鑑別し、適切な処置を

導く圃場管理技術を研究した。農作物用ｶﾗｰﾁｬｰﾄを用いて

撮影画像を補正する手法を提案し、これまでの手法と比較

して精度良く補正が出来ることを確認した。また、ﾈｯﾄﾜｰ

ｸを構築し伝送実験を行った。 
 しかし、まだ実用的な機器の製作までは至っていない。

今後改良を加え、より使い易いものにしていきたい。 
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